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●活動概要●活動概要

薬剤耐性菌分離状況について平成17年より解析を⾏い、各学会および各地域の

獣医師会等の団体において報告・講演を実施しました。また、動物病院毎の薬剤獣医師会等の団体において報告・講演を実施しました。また、動物病院毎の薬剤

感受性率（アンチバイオグラム）を提供することにより、薬剤耐性菌の減少に寄感受性率（アンチバイオグラム）を提供することにより、薬剤耐性菌の減少に寄

与することができました。また、獣医臨床感染症研究会の事務局を担当し、獣医与することができました。また、獣医臨床感染症研究会の事務局を担当し、獣医

師、動物看護師および一般の方に伴侶動物（ペット）の薬剤耐性菌の現状と対策師、動物看護師および一般の方に伴侶動物（ペット）の薬剤耐性菌の現状と対策

について普及活動を⾏いました。

●活動内容
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